
第 12回小諸新校再編実施計画懇話会 

 

日時：令和４年８月 18日（木） 

                           18時～19時 30分 

                       会場：小諸市役所 ３階 

                          第１・第２会議室 

 

＜次 第＞ 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 会議事項 

 （１）第 11回小諸新校再編実施計画懇話会まとめについて 

 （２）新校準備委員会より 

  （２）施設整備について 

  （３）小諸新校の校名選考について 

 

４ その他 ＜次回の予定＞ 

〇第 13回小諸新校再編実施計画懇話会  

【日時】 未定（11月～12月）  

      【会場】 小諸市役所 第１・第２会議室 

      【内容】 校名選考について 他 

   

５ 閉会 
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（教頭）・事務局長 　細萱　裕樹 （教頭）・副事務局長   山岸　明 主幹指導主事

　木住野修平   柳沢　勝美 主任指導主事
（小諸新校担当）

  山浦　雄介

　井出　玲子

　坂口　俊夫

小諸高等学校 高校再編推進室

  三宅　浩一

　原　周一郎

　中村　幸司

  滝沢　純一

　中山恵理奈

事務局

小諸商業高等学校

再編
対象校

学校
関係者

　　井村　敏明 　小諸高等学校　校長

　　木住野　修平 　小諸高等学校　教諭

　  坂口　健之 　小諸商業高等学校　校長

　　原　周一郎 　小諸商業高等学校　教諭

　　小林　あやの 　小諸高等学校　生徒会長

　　根岸　悠希 　小諸高等学校　生徒会副会長

　　岩下　愛美 　小諸商業高等学校　生徒会長

　　小林　太 　小諸商業高等学校　生徒会副会長

　  塚田　直道 　小諸市校長会　会長

　　鹿取　俊彦 　小諸市内中学校代表　校長

PTA
　○紙尾　めぐみ   小諸商業高等学校ＰＴＡ　会長

　○小林　紀子 　小諸高等学校ＰＴＡ　会長

同窓会
　　高見澤　敏光 　小諸商業高等学校同窓会　会長

　　鷹野　昭裕 　小諸高等学校同窓会　会長

　　西村　廣一 　元小諸高校・小諸商業高校校長

地域
　　甘利　庸子 　のぞみグループ　代表取締役社長

　　高橋　功 　佐久地域振興局　局長

産業界

　　塩川　秀忠 　小諸商工会議所　副会頭

　  宮崎　翔平 　小諸青年会議所　理事長

　　清水　　信 　さくさく農園　代表（小諸市ＰＴＡ連合会　会長）

小諸新校再編実施計画懇話会 構成員名簿

　　山下　千鶴子 　小諸市教育委員会　教育長

氏名 所属等

自治体

　　田中　尚公 　小諸市　副市長

  　市川　美香 　北佐久郡町村教育委員会連絡協議会　御代田町教育委員

〇＝新構成員



日 時 令和４年（2022年）５月16日（月） 18時00分～19時30分 (小諸市役所3F会議室) 

方 法 Zoomも用いたハイブリッド会議 

出 席 懇話会構成員 21名 

欠 席 懇話会構成員 ２名 傍聴者 傍聴 ９名、報道 １社 

事務局 

小諸商業高校 三宅教頭（事務局長）、原教諭、中村教諭、滝沢教諭、中山教諭 

小諸高校 細萱教頭（副事務局長）、木住野教諭、坂口教諭、井出教諭、山浦教諭 

県教育委員会 山岸主幹指導主事、柳沢勝主任指導主事 

当日資料 

第11回懇話会次第、第10回懇話会まとめ、 

長野県スクールデザイン２０２０の実現にむけて 

第１期高校再編時の校名選考について 

小諸新校校名検討について 小諸新校校名募集要項（素案） 
 

会議事項 

１会 議  （１）第10回懇話会まとめ   

  （２）施設設備に係る新校の学びの具体例について （３）小諸新校の校名選考について 

２連絡事項 次回懇話会開催 令和４年８月18日（木）小諸市役所第１・第２会議室  
 

意見交換 

【小諸新校における学びの具体例について】 

○夢のある学校教育を発想し、探究的な深い学びを経験させて力をつけてほしい 

○主体的、対話的な深い学びを通して「生徒自身がテーマに沿って、生徒自身が調べる」授業展開に期待し、学

科・教科横断型授業を活用しているというが、どのように実施しているか知りたい 

 ➡「主体的・協同的に学ぶ意義を考える」ビジナス探究プログラムという授業を今年度より小諸商業高等学校

で本格的にスタートし、計30時間を予定している。週1回の４限連続授業で設定し、教員は4名（商業科・

普通科・芸術科）での教科横断型の授業展開としている。生徒は、自分の生き方を模索しながら、他者を理解

し自己肯定感を高め、将来社会で貢献できる人材を育成するプログラムとなっている。 

○小諸新校の重要なコンセプトの１つに「小諸共学共創コンソーシアム」がある。地域連携協働室やサテライト

スタジオ等、地域の方が高校の中に入っていける施設をぜひ実現してほしい。 

○駅前の空き店舗を、高校生が活用することも考えられる。 

○小諸市以外の地域から入学する生徒もいるので、探究については小諸地域に固執するのではなく広い目で実

施してほしい。 

 

【小諸新校の校名選考についての意見交換 

○いつまでも「小諸新校（仮）」では、親しみも湧かないため、なるべく早期に決定してもらいたい。 

○校名や教育内容等、いよいよ現実的な話となり楽しみになってきた。この先100年を見越した校名に期待。 

○2年連続で定員が大きく割れてしまっている。原因を追究し、地域から信頼され中学生が行きたいと思える学

校づくりをしてく必要がある。 

○地域連携室等を使い中学と高校の連携進展に期待。小中学生が新校に夢を持てるように情報発信することが

大切。 

○選考の観点で「本物の学び」とあるが、具体的な中身が分かりづらい。骨子はいいが、「本物の学び」ともう

少しわくわく感がある表現に関しては検討してほしい。 

 
 

第11回小諸新校再編実施計画懇話会まとめ 



① 校名募集 ① 音楽棟施設

② 校歌 ② 既存校舎の設備

③ 校旗・校章 ③ 小諸高校からの引越

④ 学校目標・教育方針 ④ 既存校舎からの引越

⑤ 3つの方針・グランドデザイン ⑤ 現校舎の改築

⑥ 部活動方針 ⑥ 校地の整備

⑦ 閉校・閉科の準備 ⑦ 備品の整備

① 入学式・卒業式 ① 生徒会組織

② 修学旅行 ② 部活動

③ 入学者選抜 ③ 文化祭

④ 体験入学 ④ 生徒会規則・会計

⑤ 学校説明会 ⑤ 生徒会行事

⑥ 履修・修得・卒業認定 ⑥ 委員会

⑦ 資格単位 ⑦ 学校のきまり（校則）

⑧ コース制等 ⑧ 服装（含：制服）検討

⑨ クラス編成等 ⑨ 生徒手帳作成

⑩ 習熟度授業 ⑩ 指導内規

⑪ 日課時限 ⑪ ハラスメント防止ガイドライン

⑫ 年間行事検討 ⑫ 免許・アルバイト規定

⑬ 使用教科書 ⑬ 交通安全

⑭ 学校評価 ⑭ 特別支援体制

⑮ 校務分掌 ⑮ ユニバーサルデザイン

⑯ 内規 ⑯ 特別支援

⑰ 成績処理・学籍管理

⑱ ホームページ開設・更新

⑲ 広報計画・パンフ作成

⑳ 小中学校向け広報

㉑ 広報Ｑ＆Ａの作成

㉒ ＰＴＡ組織の検討

㉓ 同窓会組織の検討

① 進路指導方針

② 教育課程

③ 探究的な学び

④ 地域連携

⑤ 教科・学科横断型の学び

⑥ 本物に触れる学び

⑦ シラバス

⑧ 進路講和・進路ガイダンス

⑨ 大学・企業連携

⑩ 外部テスト等

⑪ 補習体制

⑫ 基礎学力定着

⑬ 学力・学習実態調査

⑭ 授業評価

⑮ 進路相談体制

小諸新校ワーキンググループ業務内容

A：学校運営

検討

B:教務関係

C:進路・

　学習指導

D:校舎・施設

E:生徒会



小諸新校 施設整備事業について

基本計画
・

基本構想

基本設計
・

実施設計
工 事

従来は、ここを専門業者に発注

＜計画＞ ＜設計＞ ＜施工＞

今回の、施設整備は「基本計画」から
専門業者に関わっていただく

◆施設整備の流れ



小諸新校 施設整備事業について

公告 ７月２５日（月）

現地説明会 ８月 ４日（木）、５日（金）

一次審査 ９月２５日（日）

二次審査 １１月 ６日（日）

契約（予定） １１月下旬〜１２月上旬

◆スケジュール



小諸新校 施設整備事業について

◆現時点での施設整備の想定

卓球室
弓道場

第二体育館

除却想定

部室

第一体育館
器具庫

合宿所
混合教室棟・特別教室棟

昇降口音楽棟

管理混合教室棟



小諸新校 施設整備事業について

◆現地説明会の様子



【新校の概要】 

（１）学科構成：普通科・商業科・音楽科 

（２）めざす学校像 

   地域を舞台に多様性を重視しグローカルな視点で未来を創造する３科融合校 

（３）所 在 地：長野県小諸市田町三丁目１－１（現在の小諸商業高等学校の校地） 

 

【必要事項】 

①新高校の校名案（ふりがなを記入してください。） 

②その校名とした理由 

③住所（都道府県・市町村）・電話番号・氏名（匿名不可） 

 （団体で応募される場合は、団体名と代表者氏名を記入してください。） 

【下線部をイメージして校名案を考えてください】 

①小諸商業高等学校と小諸高等学校の歴史や伝統を引き継ぎつつ、生徒たちが新たな

学びに大きな希望を抱き、未来に向かって育っていくことができる学校像。 

②「学科・教科横断型の学び」のできる普通科・商業科・音楽科が融合した学校。 

③「地域と連携した本物の学びに触れる」ことを進める学校として、地域の願いや期

待が表出されている校名。 

小諸新校「校名」募集要項（案） 
 

１ 目  的 

   長野県小諸市に令和８年４月に開校する小諸新校（小諸商業高等学校と小諸高等学校

の統合校）について、長野県教育委員会が進める「新たな学校づくり」に多くの皆様の

参画を求めることを目的に、新校の校名を募集します。 

２ 募集内容 

新高校の校名案（「長野県 ～ 高等学校」とする） 

なお、所定の応募用紙にその校名とした理由を付記してください。 

 

３ 応募の留意点 

  以下を参考として応募してください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

４ 募集期間 

  令和４年９月  日（ ）から令和４年 10月  日（ ）まで 

  （郵送の場合、締め切り当日の消印有効） 

５ 応募資格 

  どなたでも応募できます。 

６ 応募方法 

（１）郵送またはＦＡＸによる応募（応募用紙を使用してください。） 

（２）はがきによる応募（下記の必要事項を記載してください。） 

（３）電子メールによる応募（下記の必要事項を記載してください。） 

   件名を【小諸新校の校名応募】としてください。 

 

 

 

 

 

 

   ＊必要事項を充たさない応募は選定の対象外とします。 

７ 選定方法 

   小諸新校再編実施計画懇話会での検討を踏まえ、県教育委員会において決定します。 

８ 結果の公表 

   県教育委員会ホームページ等で決定された校名案と応募者氏名を公表する予定です。 



小諸新校 校名募集 応募用紙 

①新高校の校名案 

（ふりがなも記入してください。） 
 長野県

ながのけん

               高等

こうとう

学校

がっこう

 

②その校名とした理由 

 

 

 

 

 

 

③住所・電話番号・氏名 

（団体で応募する場合は、団体名
と代表者氏名をご記入ください） 

 
〒 
 
 
 
TEL 
 
 

氏名 

 

【応募にあたっての注意事項】 

 

 

 

【応募先】 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

長野県教育委員会事務 局高校教育課 高校再編推進室 

ＴＥＬ 026-235-7452  ＦＡＸ 026-235-7488  E-mail koko-kaikau@pref.nagno.lg.jp 

長野県小諸商業高等学校 

〒384-0025 

長野県小諸市田町三丁目 1-1 

ＴＥＬ 0267-22-0103 

ＦＡＸ 0267-25-3785 

E-mail ○○○○@m.nagano-c.ed.jp 

長野県小諸高等学校 

〒384-0023 

長野県小諸市東雲四丁目 1-1 

ＴＥＬ 0267-22-0216 

ＦＡＸ 0267-25-3808 

E-mail ○○○○@m.nagano-c.ed.jp 

・応募者本人が考えたものであり、他者の権利を侵害しないものとします。 

・応募の数の多少により校名を決定するものではありません。 

・一回の応募につき記入できるのは１つの校名案とします。 

・応募にかかる費用は、応募者の負担とします。応募用紙の返却は行いません。 

・応募に際して記入いただいた個人情報は、学校名選定以外には使用しません。 

・決定された名称に関する一切の権利は、長野県教育委員会に帰属するものとします。 



小諸新校 校名募集の流れ（案）

長野県教育委員会 新校準備委員会

小諸新校「校名」募集要項（案）の作成

選考の観点、選考方法の検討・原案作成第１期高校再編時の校名選考の情報提供

選考の観点、選考方法について意見交換

⑪懇話会（R4.5.16)

選考の観点、選考方法の再検討

小諸新校校名募集要項（案）について意見交換

⑫懇話会（R4.8.18)

小諸新校「校名」募集要項の決定

小諸新校「校名」募集の公募開始 応募された校名案の整理

公募結果の説明、校名案候補の一次選考

⑬懇話会（11月～１２月）

校名案候補 一次選考の整理

校名案候補の決定（最終選考）

⑭懇話会（１月～２月）

再編対象校の校長から具申同名校、権利侵害等の調査

教育委員会定例会で校名案の決定

同名校、権利侵害等の調査

高校再編推進室

9月上旬～10月上旬

R5年４月or５月

【一次】投票

【二次】投票

県議会11月定例会で正式決定

R７年11月


